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成
年
後
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制
度

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

不
軌
産
や
領
貯
金
庵
ど
の
財
産
を
管
理
し
た
り
、
身
の
ま
わ
忍
世
塵

頂
鼠
に
介
護
な
ど
の
†
ビ
ス
や
施
設
へ
の
入
所
に
関
す
虞
約
せ
凰

簡
し
た
り
、
遺
産
分
割
協
議
を
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
、
認
知
症
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
は
自
分

で
こ
れ
ら
の
こ
と
を
す
る
の
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分

に
不
利
益
な
契
約
で
あ
っ
て
も
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
契
約
を
締
結

し
て
し
ま
い
、
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
を
保
護
し
、
支
援
す
る
た
め
の
制
度
が
成
年

後
見
制
度
で
す
。

【
成
年
後
見
制
度
の
類
型
】

成
年
後
見
制
度
は
、
大
き
く
分
け
る
と
、
①
法
定
後
見
制
度
、
②
任
意

後
見
制
度
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
法
定
後
見
制
度
は
、
①
後
見
、
②
保
佐
、
③
補
助
の
3
つ
に
分

か
れ
て
お
り
、
判
断
能
力
の
程
度
な
ど
本
人
の
事
情
に
応
じ
た
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
定
後
見
制
度
に
お
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
成
年

億
偶
人
牒
（
成
年
後
見
人
、
保
佐
人
、
補
助
人
）
が
、
骨
甘
㈲
益
鼻

γ
見
な
が
、
々
本
人
を
代
理
し
て
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
し
た
り
、
本
人

が
自
分
で
法
律
行
為
を
す
る
と
き
に
同
意
を
与
え
た
り
、
成
年
後
見
人
等

の
同
意
を
得
な
い
で
本
人
が
し
た
不
利
益
な
法
律
行
為
を
後
か
ら
取
り
消

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
・
支
援
し
ま
す
。

【
成
年
後
見
人
等
を
選
任
し
て
も
ら
う
に
は
】

成
年
後
見
人
等
を
選
任
し
て
も
ら
う
に
は
、
一
定
の
範
囲
の
親
族
等
（
申

立
人
）
が
申
立
書
や
附
属
霊
類
一
式
を
揃
え
て
、
盲
人
の
住
所
地
を
管
捷

す
る
家
庭
儀
判
所
へ
申
立
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
か
わ
ら
ぽ
ん
で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
う
ち
法
定
後
見
制
度
の

「
後
見
」
類
型
に
つ
い
て
、
手
続
の
概
略
・
注
意
点
轟
集
し
ま
す
。

裏
面
へ
…



後
見
手
続
の
流
れ

～
大
阪
家
庭
裁
判
所
の
場
合
～

後
見
登
記
の
登
記
事
項
証
明
書
の
取
得

※
1
　
申
立
書
の
他
に
財
産
目
録
や
収
支
目
録
等
を
作
成
し
、
戸

籍
・
住
民
票
や
財
産
関
係
の
資
料
を
収
集
し
ま
す
。

※
2
　
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
ま

す
。
（
大
阪
家
庭
裁
判
所
①
本
庁
、
②
堺
支
部
、
③
岸
和

田
支
部
）

※
3
　
事
案
に
よ
り
、
省
略
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
4
　
申
立
て
か
ら
書
判
ま
で
の
期
間
は
、
1
～
3
か
月
程
度
で

す
。
鑑
定
の
有
無
や
調
査
の
困
難
さ
に
よ
り
期
間
の
長
短

が
あ
り
ま
す
。

※
5
　
後
見
人
が
審
判
書
謄
本
を
受
領
し
て
か
ら
2
週
間
経
過
後

に
確
定
し
ま
す
。
確
定
後
、
家
庭
裁
判
所
が
東
京
法
務
局

に
後
見
登
紀
を
依
頼
し
ま
す
。

※
6
　
審
判
確
定
の
日
か
ら
1
か
月
以
内
に
財
産
日
録
・
収
支
目

録
を
提
出
し
ま
す
。

※
7
　
依
頼
後
2
週
間
程
度
で
、
法
務
局
で
登
紀
事
項
証
明
書
（

登
紀
簿
謄
本
）
の
発
行
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
各

地
の
法
務
局
本
局
に
て
窓
口
請
求
ま
た
は
東
京
法
務
局
へ

郵
送
靖
求
）
。

【
成
年
後
見
人
候
補
者
の
注
意
事
項
】

★
　
成
年
後
見
人
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が
最
も
適
任
だ
と

判
断
す
る
方
が
選
任
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
本
人
が
必
要

と
す
る
支
援
の
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
申
立
の
際
に
挙

げ
ら
れ
た
候
補
者
以
外
の
方
（
弁
護
士
、
司
法
雷
士
、
税

理
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
専
門
職
や
、
法
律
又
は
福
祉
に
“

関
わ
る
法
人
な
ど
）
が
成
年
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

※
　
成
年
後
見
人
の
粛
酬
は
、
成
年
後
見
人
か
ら
碑
求
郁
満
っ

た
場
合
、
家
庭
裁
判
所
の
判
断
に
よ
り
、
属
人
Ⅵ
㈲
贋

ら
卦
軋
わ
れ
を
J
と
に
な
り
ま
す
。

★
　
成
年
後
見
人
は
、
雇
雲
家
庭
裁
判
所
か
ら
成
年
後

見
甘
㈲
㈲
暫
口
l
骨
Ⅵ
偲
且
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

★
　
成
年
後
見
人
の
任
期
は
、
本
人
が
病
気
な
ど
か
ら
回

■
復
し
判
断
能
力
を
取
り
戻
す
、
あ
る
い
は
、
亡
く
な
る
ま

で
続
き
ま
す
。
保
険
金
の
受
領
や
遺
産
分
割
な
ど
の
当
初

■
の
目
的
だ
け
が
達
成
さ
れ
れ
ば
終
わ
局
と
い
う
も
の
で
は

あ
虻
溝
鼠
。

★
　
成
年
後
見
人
を
辞
任
す
る
に
は
家
庭
裁
判
所
の
許
可

虻
必
要
と
な
り
、
そ
れ
も
正
当
庵
嘗
由
が
あ
る
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。

★
　
成
年
後
見
人
は
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
か
つ
、

心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
配
慮
し
な
が
ら
、
本
人
に
代

わ
っ
て
、
財
産
を
管
理
し
た
り
必
要
な
契
約
を
結
ん
だ
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保
護
・
支
援
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
人
の
財
産
は
、
奇
人
の
身
上
監
護
の
た

碗
七
億
わ
な
骨
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
原
則
と
し
て
、

本
人
の
財
産
を
以
下
の
目
的
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

①
株
式
等
へ
の
投
資
な
ど
、
投
機
的
な
資
金
の
運
用
を

す
る
こ
と

②
た
と
え
事
業
の
た
め
で
も
、
本
人
の
財
産
を
担
保
に

し
て
借
金
を
す
る
こ
と

③
第
三
者
へ
の
贈
与
や
貸
付

④
配
偶
者
や
子
、
孫
な
ど
親
族
へ
の
贈
与
や
貸
付
（
相

続
税
対
策
を
目
的
と
す
る
贈
与
も
同
様
で
す
。
）

⑥
そ
の
他
、
本
人
の
不
利
益
に
な
る
こ
と

★
　
成
年
後
見
人
が
本
人
の
財
産
に
損
害
を
与
え
れ
ば
賠

償
を
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
悪
質

な
場
合
に
は
業
務
上
横
領
な
ど
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。


